
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
霜
仁
会
会
員

の
皆
様
に
は
、
日
々
ご
健
勝

で
、
診
療
な
ど
に
従
事
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

先
ず
前
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
に
始

終
し
た
一
年
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
昨
年
の
正
月
早
々
、
我

が
国
で
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
た
め
、
１
月
７
日
に

令
和
２
年
の
４
月
に
続
い
て
、

２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
関

東
地
方
１
都
３
県
に
発
令
さ

れ
、
午
後
８
時
以
降
の
住
民
の

外
出
と
飲
食
店
の
営
業
の
自
粛

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
12
月
末
、
中
国
武

漢
市
で
原
因
不
明
の
肺
炎
患
者

が
発
生
し
て
以
来
、
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
中

国
か
ら
全
世
界
へ
と
爆
発
的
に

拡
大
し
、
令
和
２
年
３
月
、
世

界
保
健
機
関
W
H
O
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
認
定
し
ま
し
た
。
令

和
２
年
末
に
は
世
界
中
の
累
計

感
染
者
数
は
７
千
５
０
０
万
人

︵
死
者
数
１
６
０
万
人
超
︶
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
米
国
で

は
こ
の
年
の
感
染
者
数
が
１
千

７
０
０
万
人
︵
死
者
数
30
万
人

超
︶
で
世
界
最
多
と
な
り
、
10

月
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

ま
し
た
。

特
に
欧
州
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
イ
ン
ド
な
ど
の
国
々
で
、

感
染
者
数
と
死
者
数
が
増
大
し

ま
し
た
が
、
我
が
国
で
は
、
ま

ず
東
京
都
、
大
阪
府
、
愛
知

県
、
北
海
道
な
ど
の
大
都
市
を

中
心
に
感
染
者
が
急
増
し
、
そ

の
後
、
し
だ
い
に
全
国
的
へ
と

拡
散
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
１

月
末
に
は
、
世
界
の
累
計
感
染

者
数
は
約
１
億
30
万
人
︵
死
者

数
約
２
１
６
万
人
︶
で
、
一

方
、
我
が
国
の
累
計
感
染
者
数

は
約
37
万
１
千
人
︵
死
者
数
約

５
千
人
︶
で
し
た
。
こ
れ
は
、

欧
米
諸
国
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

少
な
い
数
で
し
た
︵
令
和
３
年

９
月
現
在
︶
。

令
和
３
年
２
月
、
米
製
薬
大

手
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
ド
イ
ツ
の

企
業
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
が
こ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
開
発
に
成
功
し
、
我
が
国
の

厚
生
労
働
省
は
直
ち
に
こ
の
ワ

ク
チ
ン
の
製
造
販
売
の
特
別
承

認
を
行
い
、
医
療
従
事
者
へ
の

先
行
接
種
を
始
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
４
月
か
ら
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

開
始
さ
れ
、
そ
の
後
、
漸
次
各

年
齢
層
の
希
望
者
へ
の
接
種
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
、
１
都
３
県

の
緊
急
事
態
宣
言
は
２
度
の
延

長
を
経
て
、
一
旦
全
面
解
除
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
年
４
月
、
強

い
毒
性
を
持
つ
変
異
株
と
み
ら

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
広
ま
り
、
国
内
で
の
死
者

数
が
１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

世
代
別
に
は
60
歳
以
上
の
人
が

95
％
を
占
め
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
４
月
に
19
都
道
府
県
に
再

び
緊
急
事
態
宣
言
を
、
他
の
８

県
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

を
発
令
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
解

除
の
目
標
基
準
値
と
し
て
、
ま

ん
延
地
域
で
の
﹁
医
療
ひ
っ
迫

状
況
﹂
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
９
月
に
は
当
該
地
域

で
の
新
規
患
者
数
が
減
少
し
は

じ
め
、
病
床
使
用
率
が
宣
言
発

令
の
目
安
の
基
準
値
以
下
と
な

っ
た
た
め
、
宣
言
な
ら
び
に
重

点
措
置
は
９
月
30
日
を
も
っ
て

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

１
年
以
上
続
い
た
酒
類
を
提
供

す
る
飲
食
店
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
要
請
さ
れ
て
い
た
一
定
の
制

限
は
、
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
よ
う
や
く
こ
れ

ま
で
の
日
常
生
活
へ
の
復
帰

に
、
踏
み
出
せ
る
状
況
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
抑
え

込
む
た
め
に
、
世
界
中
で
人
の

動
き
を
止
め
る
施
策
が
取
ら
れ
、

﹁
感
染
抑
制
か
経
済
か
﹂
と
い

う
二
者
択
一
の
議
論
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

１
年
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
、
ど
う
に
か
令
和
３

年
７
月
23
日
か
ら
８
月
８
日
に

東
京
国
立
競
技
場
を
中
心
に
、

異
例
の
無
観
客
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
６
月
下
旬
か

ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
第
５
波
は
、
８
月
中
旬
に
国

内
で
は
過
去
最
大
と
な
る
２
万

６
千
人
の
新
規
感
染
者
数
を
記

録
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い

な
こ
と
に
、
患
者
発
生
数
は
９

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
急
速
に

減
少
し
、
東
京
で
の
発
生
数
は

一
日
当
た
り
１
０
０
０
人
台
で

推
移
し
て
い
た
の
が
、
10
月
中

旬
に
は
60
人
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
続

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
提
起
さ
れ
た
﹁
命
か
経
済

か
﹂
の
命
題
は
、
経
済
学
者
の

間
で
も
﹁
解
が
な
い
﹂
と
の
こ

と
で
す
。

本
年
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

霜
仁
会
会
長
  
福�

�

本�
�

陽�
�

平�
�
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令
和
３
年
10
月
15
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
霜
仁
会
医
学
交
流
会

館
３
階
会
議
室
に
お
い
て
25
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．７
月
16
日
︵
金
︶

編
集
委
員
会

︵
奥
屋
︶

２
．10
月
15
日
︵
金
︶

医
学
部
解
剖
献
体
者
慰
霊
祭

︵
福
本
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．霜
仁
会
及
び
霜
仁
会
検
査

セ
ン
タ
ー
の
中
間
決
算
報
告

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

２
．霜
仁
会
年
会
費
免
除
申
請

に
つ
い
て
、
申
請
の
会
員
が

規
程
資
格
に
合
致
す
る
た
め

免
除
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。

︵
福
田
︶

令
和
３
年
11
月
19
日
︵
金
︶

19
時
よ
り
霜
仁
会
医
学
交
流
会

館
３
階
会
議
室
に
お
い
て
22
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

︻
報
告
事
項
︼

１
．10
月
15
日
︵
金
︶

編
集
委
員
会

︵
奥
屋
︶

︻
審
議
事
項
︼

１
．理
事
、
監
事
及
び
代
議
員

選
出
ま
で
の
今
後
の
日
程
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
日
程
が
承
認
さ
れ
た
。

︵
白
澤
︶

２
．そ
の
他

●
  

医
学
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
次
号
会
報
︵
１
月

号
︶
に
同
封
す
る
こ
と
が
諮

ら
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

今
年
は
任
期
満
了
に
よ
り
理

事
、
監
事
、
代
議
員
候
補
者
を

選
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
告
示
し
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

霜
仁
会
理
事
・
監
事
及
び

代
議
員
選
挙
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

第295号 （２）令和４年１月霜仁会会報

理

事

会

報

告

第
４

回

理

事

会

第
５

回

理

事

会

令
和
３
年
９
月
１
日
付
で
山

口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

分
子
細
胞
生
理
学
講
座
︵
旧
生

理
学
第
一
講
座
︶
教
授
を
拝
命

し
ま
し
た
宮
本
達
雄
と
申
し
ま

す
。
着
任
に
あ
た
り
霜
仁
会
の

先
生
方
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、 昭
和
53
︵
１
９
７
８
︶

年
に
山
口
県
長
門
市
仙
崎
に
生

ま
れ
、
山
口
県
立
大
津
高
等
学

校
︵
現
在
、
大
津
緑
洋
高
校
︶

を
卒
業
し
ま
し
た
。
平
成
13

︵
２
０
０
１
︶
年
３
月
に
広
島

大
学
理
学
部
生
物
科
学
科
を
卒

業
し
た
後
、
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
分
子
細
胞
情
報
学

講
座
︵
医
化
学
第
二
講
座
︶
の

月
田
承
一
郎
教
授
︵
故
人
︶
に

師
事
し
て
、
ミ
エ
リ
ン
鞘
に
発

達
す
る
タ
イ
ト
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
が
跳
躍
伝
導
を
保
証
す
る
生

理
機
能
の
解
明
に
取
り
組
み
、

平
成
19
︵
２
０
０
７
︶
年
３
月

に
博
士
︵
医
学
︶
の
学
位
を
取

得
し
ま
し
た
。

大
学
院
修
了
後
、
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
を
経

て
、
平
成
20
︵
２
０
０
０
︶
年

８
月
よ
り
、
松
浦
伸
也
教
授

︵
山
口
大
学
医
学
部
Ｓ
60
卒
︶

が
主
宰
す
る
広
島
大
学
原
爆
放

射
線
医
科
学
研
究
所
放
射
線
ゲ

ノ
ム
疾
患
研
究
分
野
助
教
に
着

任
し
、
そ
の
後
、
平
成
25
︵
２

０
１
３
︶
年
12
月
に
講
師
、
平

成
30
︵
２
０
１
８
︶
年
12
月
に

准
教
授
へ
と
昇
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私

は
、
ゲ
ノ
ム
配
列
と
疾
患
と
の

﹁
相
関
﹂
関
係
を
診
る
ゲ
ノ
ム

解
読
技
術
︵
順
遺
伝
学
︶
に
加

え
て
、
﹁
因
果
﹂
関
係
を
検
証

す
る
た
め
に
ヒ
ト
細
胞
や
疾
患

モ
デ
ル
動
物
に
自
在
に
変
異
を

導
入
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

︵
逆
遺
伝
学
︶
を
併
用
す
る
、

新
た
な
人
類
遺
伝
学
研
究
手
法

を
開
発
し
て
、
７
遺
伝
性
疾
患

の
病
因
・
病
態
機
構
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
梶
井

正
山
口
大
学
名
誉
教
授
︵
故

人
︶
が
発
見
さ
れ
た
染
色
分
体

早
期
解
離
症
候
群
が
、
分
裂
期

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
分
子
の
転

写
障
害
病
で
あ
る
こ
と
を
実
証

し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
松
浦

教
授
と
塚
原
正
人
山
口
大
学
教

授
︵
故
人
︶
が
共
同
研
究
を
さ

れ
て
い
た
家
族
性
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
欠
乏
症
を
端
緒
と
し
て
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
よ
る
一
次

繊
毛
︵
血
球
系
以
外
の
ほ
ぼ
全

て
の
細
胞
の
表
面
に
発
達
す
る

セ
ン
サ
ー
︶
の
制
御
機
構
の
解

明
と
動
脈
硬
化
な
ど
を
標
的
と

し
た
創
薬
研
究
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
の
研
究

は
、
山
口
大
学
医
学
部
が
源
流

と
も
言
え
、
こ
れ
か
ら
、
分
子

細
胞
生
理
学
講
座
に
て
、
教

育
・
研
究
に
取
り
組
ま
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
、
大
変
光
栄
な

気
持
ち
と
大
き
な
責
任
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
遺
伝
学
に
立
脚

し
た
新
し
い
生
理
学
を
通
じ

て
、
山
口
大
学
と
故
郷
の
医
療

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
教
室
員
一
丸
と
な
っ
て
励

ん
で
参
る
所
存
で
す
。
霜
仁
会

の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
、
何

卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新任
教授

就
任
の
ご
挨
拶

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

分
子
細
胞
生
理
学
講
座︵
旧
生
理
学
第
一
講
座
︶

教
授
 
宮�

�

本�
�

達�
�

雄�

就
任
挨
拶

＊２０２２年＊

霜仁会総会の
お知らせ

日時：2022年５月15日（日）
総 会 13時30分より

場所：ANAクラウンプラザホテル宇部３階

山口県宇部市相生８―１
ＴＥＬ（０８３６）３２―１１１２

霜仁会総会の
お知らせ

令和３年度

霜仁会年会費納入のお願い

年会費：10,000円
※年会費のお振込がお済みでない方に振込用紙
を同封いたしましたので、お振り込みいただ
きますようよろしくお願いいたします。



今
年
も
恒
例
の
第
９
回
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
﹁
@
H
O
M
E

CO
M
IN
G D
A
Y
 ２
０
２
１
﹂

が
10
月
30
日
︵
土
︶
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
ラ
イ
ブ
配

信
と
、
on dem
andで
の
動
画
配

信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
︵
http:

//w
w
w
.yam
aguchi-u.ac.jp/

alum
ni/hcd/2021.htm
l︶
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、

卒
業
生
に
は
母
校
を
な
つ
か
し

み
、
一
般
の
方
に
は
本
学
に
つ

い
て
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
に
昨
年
は
完
全

W
EB開
催
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
、
安
部
司
先
生
︵
本
学
文

理
学
部
化
学
科
卒
︶
に
﹃
超
加

工
食
品
を
ひ
も
解
く
～
摂
り
過

ぎ
３
兄
弟
～
﹄
の
タ
イ
ト
ル
で

特
別
講
演
を
対
面
と
ラ
イ
ブ
配

信
に
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
︵
写
真
︶

医
学
部
か
ら
も
医
学
部
長
・

医
学
科
長
、
保
健
学
科
長
か
ら

の
 ﹁
卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂

の
ほ
か
、
附
属
病
院
紹
介
、
小

串
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ

が
on dem
andで
前
述
の
サ
イ

ト
で
現
在
も
公
開
中
で
す
の
で
、

是
非
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︵
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 ︶

山
口
大
学
理
事
・
副
学
長
︵
総
務
企
画
担
当
︶

令
和
３
年
９
月
29
日
に
、
山

口
大
学
医
学
部
医
学
科
１
年
の

特
別
枠
︵
地
域
医
療
再
生
枠
・

緊
急
医
師
確
保
対
策
枠
︶
入
学

学
生
を
対
象
と
し
て
、
山
口
県

知
事
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
企
画
は
、
山
口
県
修
学
資
金

貸
与
を
受
け
る
特
別
枠
学
生
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
一
環
と
し

て
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
、

今
年
度
で
早
４
回
目
と
な
り
ま

し
た
。 本
会
は
学
生
が
県
知
事
 ・

県
民
の
皆
様
へ
将
来
山
口
県
の

地
域
医
療
へ
貢
献
す
る
と
い
う

決
意
を
表
明
し
、
県
知
事
と
の

対
話
や
病
院
見
学
を
通
じ
て
地

域
医
療
マ
イ
ン
ド
を
醸
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

直
前
ま
で
日
本
各
地
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
下
に
あ
り
、
山
口

県
内
も
デ
ル
タ
株
感
染
拡
大
防

止
集
中
対
策
期
間
で
あ
っ
た
た

め
、
本
会
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
。
し
か
し
学
生
の
熱
い

思
い
が
届
い
た
の
か
、
病
院
見

学
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

県
知
事
激
励
会
は
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
後
、
篠
田
医
学
部
長
の

挨
拶
に
続
き
、
本
学
医
学
科
１

年
の
兼
崎
舜
さ
ん
、
藤
井
千
聡

さ
ん
か
ら
の
﹁
決
意
表
明
﹂
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
医
療
者
の
献
身
や
、
県

民
の
ご
支
援
に
よ
り
大
学
で
学

べ
る
こ
と
へ
感
謝
し
つ
つ
、
将

来
山
口
県
の
医
療
の
一
端
を
担

う
こ
と
を
決
意
表
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
岡

嗣
政
知
事
か
ら
の
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
懇
談
会
で
は

学
生
一
人
ひ
と
り
に
医
師
を
志

望
し
た
理
由
や
部
活
動
等
を
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
。
知
事
の
親
し

み
を
感
じ
る
対
応
に
、
初
め
は

緊
張
し
て
い
た
学
生
も
笑
顔
で

発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
山
口

へ
の
愛
着
心
が
強
ま
っ
た
よ
う

で
し
た
。
ま
た
、
山
口
県
内
の

放
送
局
・
新
聞
社
か
ら
複
数
の

学
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、

山
口
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期

待
を
更
に
実
感
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
学
生
に
対
し
て
熱

い
励
ま
し
を
下
さ
っ
た
村
岡
知

事
と
山
口
県
関
係
者
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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学
内
報
告

﹁
第
４
回
 
県
知
事
激
励
会
﹂

開
催
の
ご
報
告

宮�
�

崎�
�

睦�
�

子�

山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー

谷�
�

澤�
�

幸�
�

生�

第
９
回
 山
口
大
学

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
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こ
の
度
は
、
栄
え
あ
る
令
和

２
年
度
山
口
大
学
医
学
会
小
西

賞
に
ご
選
出
い
た
だ
き
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
山
口
大
学
医

学
会
の
先
生
方
を
始
め
、
査
読

や
選
考
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
全
て
の
方
々
に
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
16
年
に
山
口
大
学

を
卒
業
し
、
坂
井
田
功
先
生
が

主
宰
さ
れ
て
い
た
消
化
器
内
科

学
講
座
へ
入
局
し
ま
し
た
。
大

学
院
の
研
究
テ
ー
マ
よ
り
肝
癌

研
究
に
従
事
し
て
現
在
に
至
り

ま
す
。
肝
癌
は
慢
性
肝
疾
患
を

背
景
と
し
て
発
癌
す
る
こ
と
か

ら
、
治
療
に
は
腫
瘍
因
子
の
み

で
は
な
く
背
景
肝
機
能
の
因
子

を
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
腫
瘍
制
御
と
と
も
に
肝
機

能
の
温
存
と
い
う
緻
密
な
ケ
ア

が
必
要
な
点
に
魅
力
を
感
じ
研

究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
肝

臓
は
栄
養
と
代
謝
の
中
心
臓
器

で
あ
り
、
そ
の
障
害
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
障
害
を
き
た
し
身
体

構
造
に
変
化
を
及
ぼ
し
ま
す
。

本
研
究
は
そ
の
表
現
型
と
し
て

体
組
成
︵
骨
格
筋
と
内
臓
脂

肪
︶
に
注
目
し
ま
し
た
。

一
方
、
進
行
肝
癌
に
は
近
年

多
く
の
治
療
薬
が
登
場
し
、
予

後
向
上
の
た
め
に
は
逐
次
的
に

多
数
の
治
療
薬
を
使
用
し
て
い

く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
治
療

法
に
対
す
る
有
効
な
バ
イ
オ
マ

ー
カ
ー
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
肝
癌
治

療
に
お
け
る
体
組
成
の
重
要
性

を
検
討
し
ま
し
た
。
多
く
の
分

子
標
的
治
療
薬
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
治
療
薬
で
あ
る
ソ
ラ
フ
ェ

ニ
ブ
治
療
に
お
い
て
、
骨
格
筋

萎
縮
と
内
臓
脂
肪
は
独
立
し
た

予
後
因
子
で
あ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。
一
方
で
、
ソ
ラ
フ

ェ
ニ
ブ
と
同
様
に
進
行
肝
癌
治

療
の
一
つ
で
あ
る
肝
動
注
化
学

療
法
で
は
体
組
成
は
予
後
と
の

関
連
は
認
め
ず
、
体
組
成
評
価

に
よ
り
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
と
肝
動

注
化
学
療
法
と
の
治
療
の
棲
み

分
け
が
可
能
と
な
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
、
多

施
設
共
同
研
究
に
お
い
て
骨
格

筋
量
が
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
治
療
増

悪
後
の
予
後
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て

お
り
、
骨
格
筋
を
は
じ
め
と
し

た
体
組
成
は
肝
癌
逐
次
治
療
の

重
要
な
因
子
の
ひ
と
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
肝
癌
の
臨
床
に
従

事
し
つ
つ
研
究
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
回
、
こ
の
よ

う
な
形
で
評
価
い
た
だ
き
、
こ

の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
栄

誉
を
励
み
と
し
、
こ
れ
か
ら
も

一
層
の
研
鑽
を
重
ね
、
臨
床
・

研
究
に
従
事
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
本
研
究
を
当
初
よ

り
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

き
ま
し
た
坂
井
田
功
先
生
︵
前

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
消
化
器
内
科
学
教
授
、
山
口

大
学
名
誉
教
授
︶
、
高
見
太
郎

先
生
︵
山
口
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
消
化
器
内
科
学
教

授
︶
、
な
ら
び
に
山
﨑
隆
弘
先

生
︵
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
臨
床
検
査
・
腫
瘍
学
教

授
︶
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

﹁
N
o M
uscle D
epletion w
ith H
igh V
isceral

Fat as a N
ovel Beneficial Biom
arker of 

Sorafenib for H
epatocellular Carcinom
a﹂

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
消
化
器
内
科
学

佐�

伯�
�

一�
�

成�
�

︵
平
16
年
卒
︶

令
和
２
年
度

山
口
大
学
医
学
会
 
小
西
賞

こ
の
度
は
、
名
誉
あ
る
山
口

大
学
医
学
会
中
村
賞
を
賜
り
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
山
口

大
学
医
学
会
会
長
の
篠
田
晃
先

生
、
選
考
委
員
の
先
生
方
を
は

じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
世
界
に
類
を
見
な

い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お

り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
見
据

え
た
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
骨
格
筋
は
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
齢
に
伴

う
骨
格
筋
の
量
的
、
質
的
低
下

︵
一
次
性
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
︶

は
、
高
齢
者
の
要
介
護
化
を
促

す
危
険
因
子
で
あ
り
、
ま
た
高

い
有
病
率
か
ら
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
の
発
症
に
は
複
数
の
因
子

が
関
わ
り
ま
す
が
、
細
胞
自
律

的
な
機
序
と
し
て
筋
幹
細
胞

︵
筋
衛
星
細
胞
︶
の
異
常
に
着

目
し
た
報
告
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
筋
衛
星

細
胞
だ
け
で
は
説
明
の
難
し
い

事
象
も
散
見
さ
れ
、
筋
芽
細
胞

な
ど
、
幹
細
胞
以
降
の
分
化
過

程
に
生
じ
る
異
常
の
関
与
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
化
を
促

す
遺
伝
子
群
の
発
現
誘
導
は
、

ク
ロ
マ
チ
ン
の
再
構
成
︵
ゲ
ノ

ム
の
〝
緩
み
〟
︶
が
引
き
金
と

な
り
ま
す
が
、
筋
芽
細
胞
は

D
N
A
鎖
切
断
と
い
う
特
徴
的

な
手
段
で
再
構
成
を
行
い
ま

す
。
切
断
後
は
速
や
か
に
修
復

機
構
が
働
き
ま
す
が
、
そ
の
制

御
に
破
綻
が
生
じ
ま
す
と
細
胞

死
が
惹
起
さ
れ
て
筋
萎
縮
に
繋

が
り
ま
す
。
こ
こ
に
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
病
態
と
の
関
連
を
指
摘
す

る
報
告
も
あ
り
ま
す
が
、
切
断

ー
修
復
の
制
御
機
構
に
つ
い
て

は
不
明
な
点
も
多
く
、
詳
細
は

分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
こ
の
度
の
受
賞
論
文

で
は
、
筋
芽
細
胞
分
化
の
必
須

因
子
と
し
て
解
析
し
て
ま
い
り

ま
し
た
PD
ZRN
3が
、
分
化
時

の
D
N
A
鎖
切
断
に
お
け
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
制
御
に
関
わ
る
こ

と
を
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

PD
ZRN
3は
筋
衛
星
細
胞
か
ら

筋
芽
細
胞
へ
の
移
行
期
に
誘
導

さ
れ
、
そ
の
発
現
を
抑
制
し
ま

す
と
、
分
化
時
の
D
N
A
鎖
切

断
が
過
剰
に
起
こ
っ
て
細
胞
死

を
招
き
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し

て
、
D
N
A
修
復
因
子
M
re11

の
発
現
低
下
を
見
出
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
M
re11の

m
RN
A
を
安
定
化
し
て
翻
訳

を
促
す
因
子
に
サ
イ
ク
リ
ン

A
2が
あ
り
ま
す
が
、
PDZRN3

は
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
A
2の
発

現
を
適
切
に
維
持
す
る
こ
と

で
、
過
度
の
D
N
A
鎖
切
断
か

ら
筋
芽
細
胞
を
保
護
す
る
役
割

を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
的
知
見

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
病
態
の
詳
細
な
理
解

に
つ
な
げ
、
分
子
機
序
を
踏
ま

え
た
新
た
な
治
療
法
の
開
発
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
薬

理
学
講
座
前
教
授
の
乾
誠
先

生
、
同
講
座
教
授
の
朝
霧
成
挙

先
生
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

﹁
PD
ZRN
3 protects against apoptosis in

m
yoblasts by m
aintaining cyclin A
2 ex-

pression﹂

山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 
薬
理
学

本�
�

田�

健�
�
�

︵
九
州
大
学
理
学
部
 
平
11
年
卒
︶

令
和
２
年
度

山
口
大
学
医
学
会
 
中
村
賞
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当
講
座
は
平
成
22
年
︵
２
０

１
０
年
︶
４
月
に
放
射
線
治
療

学
分
野
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
端
を
発
し
、
同
時
に
附
属

病
院
に
は
放
射
線
治
療
部
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

25
年
︵
２
０
１
３
年
︶
２
月
に

は
附
属
病
院
に
放
射
線
治
療
科

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

後
平
成
28
年
︵
２
０
１
６
年
︶

４
月
に
医
学
系
研
究
科
改
組
に

伴
い
名
称
が
放
射
線
腫
瘍
学
講

座
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年

︵
２
０
１
１
年
︶
10
月
よ
り
初

代
教
授
を
務
め
ら
れ
た
澁
谷
景

子
先
生
よ
り
引
継
ぎ
、
令
和
元

年
︵
２
０
１
９
年
︶
５
月
よ
り

現
職
の
私
、
田
中
秀
和
が
２
代

目
教
授
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
は
が
ん
診
療
に
お
け
る

三
本
柱
の
一
つ
と
さ
れ
る
放
射

線
治
療
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
主
に
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
機
器
を
用
い
て
治
療
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
の
恩
恵

を
受
け
、
か
つ
て
は
放
射
線
治

療
で
の
根
治
が
期
待
で
き
な
か

っ
た
疾
患
で
も
、
根
治
を
望
め

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
根
治
的
な
治
療
の
み
な

ら
ず
、
術
前
照
射
に
て
ダ
ウ
ン

ス
テ
ー
ジ
や
臓
器
温
存
率
の
向

上
に
寄
与
し
た
り
、
術
後
照
射

に
て
再
発
率
の
低
下
に
貢
献
し

た
り
、
進
行
例
に
対
し
て
は
症

状
緩
和
や
症
状
出
現
の
予
防
な

ど
、
放
射
線
治
療
の
有
用
性
が

発
揮
さ
れ
る
場
面
は
多
岐
に
亘

り
ま
す
。
欧
米
で
は
が
ん
患
者

の
６
割
が
放
射
線
治
療
を
受
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
邦

の
調
査
で
は
お
よ
そ
３
割
程
度

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
山
口
県
の
デ

ー
タ
か
ら
試
算
す
る
と
県
内
に

お
け
る
放
射
線
治
療
の
実
施
割

合
は
お
よ
そ
２
割
程
度
と
推
定

さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
潜
在
的
な
放

射
線
治
療
の
適
応
患
者
が
眠
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
我
々
の

力
不
足
が
原
因
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
県
内
の
が

ん
患
者
さ
ん
が
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
放
射
線
治
療
に
う
ま
く

結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
今
後
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
放
射
線
治
療
を
受
け
る
患

者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
悪
性
腫

瘍
で
す
が
、
一
部
の
良
性
腫
瘍

に
も
適
応
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
は
放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
疾
患
で
も
放
射
線

治
療
の
有
用
性
が
報
告
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
適
応
疾

患
が
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

放
射
線
治
療
は
そ
の
侵
襲
性
の

低
さ
か
ら
、
超
高
齢
化
社
会
に

お
い
て
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
と
１
台
の
密
封
小
線
源
治
療

装
置
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
特

色
の
あ
る
機
器
と
し
て
は
バ
リ

ア
ン
社
製
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
 ︵True

Beam
︶ に
島
津
製
作
所
の
動
体

追
跡
シ
ス
テ
ム
 ︵
Sync TraX︶

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
２
０
１
５
年
に
世
界
で
初

め
て
当
院
で
稼
働
し
ま
し
た
。

呼
吸
に
よ
り
動
く
腫
瘍
を
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
迎
え
撃
つ
、
動
体

追
跡
 ︵
迎
撃
︶ 照
射
が
可
能
で
、

主
に
肺
や
肝
臓
の
比
較
的
小
さ

な
腫
瘍
に
用
い
て
い
ま
す
。
有

害
事
象
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
た
め
、
こ
の
治
療
を

求
め
て
他
の
放
射
線
治
療
施
設

か
ら
も
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
山
口
大
学
は
動
体
追
跡
照

射
の
分
野
で
は
国
内
を
リ
ー
ド

す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。
今
後

も
こ
の
分
野
に
は
引
き
続
き
注

力
し
、
当
講
座
の
伝
統
と
し
て

受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
当
院
の
リ
ニ

ア
ッ
ク
の
１
台
は
老
朽
化
が
深

刻
な
た
め
、
近
い
将
来
更
新
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

当
講
座
は
ま
だ
ま
だ
非
常
に

小
さ
な
教
室
で
私
の
ほ
か
に
、

５
名
の
教
室
員
が
お
り
ま
す
。

３
名
が
医
師
、
２
名
が
診
療
放

射
線
技
師
 ・ 医
学
物
理
士
で
す
。

３
名
の
医
師
の
う
ち
２
名
が
放

射
線
科
専
門
医
を
有
し
て
お

り
、
来
年
度
に
は
サ
ブ
ス
ペ
シ

ャ
リ
テ
ィ
の
放
射
線
治
療
専
門

医
を
取
得
予
定
で
す
。
２
名
の

診
療
放
射
線
技
師
は
と
も
に
医

学
物
理
士
の
資
格
も
有
し
て
い

ま
す
。
原
稿
執
筆
時
点
で
は
附

属
病
院
の
放
射
線
治
療
部
も
あ

わ
せ
て
山
口
大
学
に
は
計
４
名

の
医
学
物
理
士
︵
１
名
は
試
験

に
合
格
し
物
理
士
と
し
て
の
登

録
は
未
︶ が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

研
究
面
に
関
し
て
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
は
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
の
た
め
十
分
な
臨
床

研
究
が
行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
が
着
任
後
は
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
研
究
に
も
着

手
し
て
い
ま
す
。
主
に
当
講
座

の
特
色
で
あ
る
動
体
追
跡
照
射

に
関
し
て
、
さ
ら
な
る
成
績
向

上
を
目
指
し
て
予
後
因
子
の
解

析
や
照
射
精
度
の
向
上
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基

礎
的
な
研
究
と
し
て
は
放
射
線

物
理
の
研
究
を
医
学
物
理
士
２

名
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い
ま

す
。
主
に
動
体
追
跡
照
射
に
お

け
る
呼
吸
性
移
動
に
関
す
る
研

究
と
各
種
画
像
解
析
に
よ
る
放

射
線
治
療
の
高
精
度
化
・
最
適

化
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
放
射
線
生
物
学
に
関

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
当
講
座
に

は
生
物
実
験
設
備
が
な
く
、
実

施
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
在
、
生
物
実
験
が
可
能

な
実
験
室
を
整
備
中
で
す
。

２
人
に
１
人
以
上
が
癌
に
な

る
時
代
、
癌
治
療
は
日
本
国
民

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
問
題
で

す
。
か
つ
て
な
い
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
侵
襲
性
の
低
い
放
射

線
治
療
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
り
ま
す
。
我
々
は
山
口
県

民
の
癌
治
療
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
、
臨
床
は
も
ち
ろ

ん
研
究
や
教
育
に
も
力
を
入
れ

て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
す
。 今
後
と
も
ご
指
導
 ・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
教
授
 
田
中
秀
和
︶

放
射
線
腫
瘍
学
講
座

教
室
紹
介
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こ
の
度
は
霜
仁
会
会
報
に
病

院
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
は
、
１
８
９
１
年
︵
明
治
24

年
︶
２
月
１
日
に
赤
間
関
病
院

と
し
て
下
関
要
塞
砲
兵
第
４
連

隊
内
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
１

９
４
５
年
︵
昭
和
20
年
︶
に
厚

生
省
に
移
管
さ
れ
国
立
下
関
病

院
と
改
称
、
２
０
０
０
年
︵
平

成
12
年
︶
に
は
、
旧
国
立
山
口

病
院
と
下
関
市
後
田
町
に
て
統

合
、 ２
０
０
４
年
 ︵平
成
16
年
︶

の
独
立
行
政
法
人
化
を
機
に
、

現
在
の
 ﹁関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
﹂

に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
９
年

︵
平
成
21
年
︶
４
月
に
、
嘗
て

長
門
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
近

代
に
至
っ
て
明
治
維
新
の
幕
開

け
を
奏
で
た
歴
史
の
街
、
下
関

市
長
府
に
移
転
し
ま
し
た
。
地

上
７
階
建
て
の
免
震
構
造
で
大

型
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
付
設
し
て
お

り
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
も

万
全
の
体
制
を
備
え
て
お
り
ま

す
。
関
門
海
峡
を
行
き
交
う
大

型
の
船
舶
、
朝
日
を
浴
び
て
波

間
に
揺
蕩
う
小
舟
、
病
室
か
ら

見
え
る
景
色
は
、
あ
た
か
も
印

象
派
の
絵
の
よ
う
に
入
院
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
や
私
ど
も
職

員
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

医
療
法
許
可
病
床
は
４
０
０

床
、 標
榜
科
目
は
内
科
、 外
科
、

消
化
器
内
科
、
整
形
外
科
、
救

急
科
な
ど
34
診
療
科
で
、
２
０

０
５
年
︵
平
成
17
年
︶
に
下
関

及
び
長
門
医
療
圏
第
三
次
救
急

医
療
を
担
う
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
診
療

科
の
多
く
は
山
口
大
学
の
医
局

か
ら
の
関
連
医
師
で
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
10
月
１

日
現
在
、
内
科
・
総
合
診
療
科

︵
佐
藤
穣
先
生
︵
Ｓ
58
卒
︶
、

田
﨑
彩
子
先
生
 ︵
Ｈ
19
卒
︶ ︶、

糖
尿
病
・
血
液
内
科
︵
鶴
政
俊

先
生
︵
Ｈ
４
卒
︶
、
松
井
久
未

子
先
生
︵
Ｈ
15
卒
︶
、
徳
永
舞

子
先
生
︵
Ｈ
24
卒
︶
︶
、
脳
神

経
内
科
︵
田
中
信
一
郎
先
生

︵
Ｈ
６
卒
︶
、
尾
本
雅
俊
先
生

︵
Ｈ
10
卒
︶
︶
、
消
化
器
内
科

︵
柳
井
秀
雄
先
生
 ︵
Ｓ
58
卒
︶、

戒
能
聖
治
先
生
︵
Ｈ
６
卒
︶
、

坂
口
栄
樹
先
生
︵
Ｈ
８
卒
︶
、

原
野
恵
先
生
︵
Ｈ
14
卒
︶
、
西

山
夏
子
先
生
︵
Ｈ
30
卒
︶
︶
、

循
環
器
内
科
︵
古
谷
雄
司
先
生

︵
Ｓ
57
卒
︶、 大
谷
望
先
生
 ︵
Ｓ

60
卒
︶
、
早
野
智
子
先
生
︵
Ｈ

５
卒
︶
︶
、
精
神
科
︵
若
林
祐

介
先
生
 ︵
Ｈ
14
卒
︶ ︶、 小
児
科

︵
牧
隆
司
先
生
 ︵
Ｓ
62
卒
︶ ︶、

外
科
︵
林
弘
人
︵
Ｓ
58
卒
︶
、

吉
野
茂
文
先
生
︵
Ｓ
61
卒
︶
、

矢
原
昇
先
生
︵
Ｈ
５
卒
︶
、
長

島
由
紀
子
先
生
︵
Ｈ
９
卒
︶
、

坂
本
和
彦
先
生
︵
Ｈ
９
卒
︶
、

近
藤
潤
也
先
生
︵
Ｈ
13
卒
︶
、

北
原
正
博
先
生
︵
Ｈ
17
卒
︶
、

濱
﨑
太
郎
先
生
︵
Ｈ
29
卒
︶
、

堤
甲
輔
先
生
︵
Ｈ
29
卒
︶
︶
、

整
形
外
科
︵
伊
原
公
一
郎
先
生

︵
Ｓ
56
卒
︶
、
峯
孝
友
先
生

︵
Ｓ
60
卒
︶
、
篠
原
道
雄
先
生

︵
Ｈ
７
卒
︶
、
栗
山
龍
太
郎
先

生
︵
Ｈ
８
卒
︶
、
富
永
康
弘
先

生
︵
Ｈ
14
卒
︶
︶
、
脳
神
経
外

科
︵
山
下
勝
弘
先
生
︵
Ｓ
57

卒
︶
︶
、
心
臓
血
管
外
科
︵
村

上
雅
憲
先
生
︵
Ｈ
12
卒
︶
︶
、

泌
尿
器
科
︵
鄭
泰
秀
先
生
︵
Ｈ

３
卒
︶
、
徳
永
貴
範
先
生
︵
Ｈ

26
卒
︶
︶
、
産
婦
人
科
︵
林
公

一
先
生
︵
Ｓ
57
卒
︶
︶
、
耳
鼻

咽
喉
科
︵
村
上
直
子
先
生
︵
Ｈ

９
卒
︶
、
田
原
晋
作
先
生
︵
Ｈ

20
卒
︶
︶
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
︵
河
村
洋
行
先
生
︵
Ｈ

２
卒
︶
︶
、
放
射
線
診
断
科

︵
河
村
光
俊
先
生
︵
Ｈ
１

卒
︶
、
岡
田
宗
正
先
生
︵
Ｈ
７

卒
︶
、
佃
利
信
先
生
︵
Ｈ
９

卒
︶
︶
、
病
理
診
断
科
︵
村
田

建
一
郎
先
生
︵
Ｓ
61
卒
︶
︶
、

歯
科
口
腔
外
科
︵
板
敷
康
隆
先

生
︵
Ｈ
19
卒
︶
︶
、
麻
酔
科

︵
内
本
亮
吾
先
生
︵
Ｓ
56

卒
︶
、
田
和
聖
子
先
生
︵
Ｈ
１

卒
︶
、
藤
田
文
彦
先
生
︵
Ｈ
５

卒
︶
︶
ら
が
、
山
口
大
学
医
局

か
ら
の
派
遣
ま
た
は
山
口
大
学

卒
業
医
師
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
は
も
ち
ろ
ん
地
域
医

療
を
支
え
日
夜
診
療
・
研
究
・

教
育
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
〝
患
者
さ

ん
本
位
の
医
療
〟
の
実
現
に
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
が
生

活
す
る
場
所
﹃
地
域
﹄
に
し
っ

か
り
と
根
を
お
ろ
し
た
患
者
さ

ん
本
位
の
病
院
創
り
を
進
め
、

ま
た
地
域
の
急
性
期
病
院
、
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地

域
の
医
療
関
係
者
、
行
政
と
一

体
に
な
っ
て
良
質
で
効
率
的
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
総
合
的
な
診
療
体
制

を
生
か
し
、
医
師
を
初
め
と
す

る
医
療
職
種
の
卒
前
卒
後
研
修

に
大
き
な
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
︵
平
成
16
年
︶
度

か
ら
始
ま
っ
た
新
医
師
臨
床
研

修
制
度
に
基
づ
き
、
既
に
２
百

数
十
名
の
研
修
医
が
当
セ
ン
タ

ー
で
の
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
研
修
は
、

熱
心
な
指
導
医
と
研
修
医
の
昼

夜
分
か
た
ぬ
懸
命
の
努
力
に
よ

り
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の

詩
人
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
が
〝
教

え
る
と
は
希
望
を
語
る
こ
と
、

学
ぶ
と
は
誠
実
を
胸
に
刻
む
こ

と
〟
と
言
っ
た
よ
う
に
、
と
も

に
誠
実
を
心
に
刻
み
、
そ
し
て

と
も
に
希
望
を
、
夢
を
語
り
合

え
る
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
当
初

よ
り
そ
の
よ
う
な
研
修
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
々
の

研
修
、
診
療
に
お
い
て
得
ら
れ

た
知
識
や
技
能
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
仲
間
、
指
導
医
あ
る
い

は
患
者
さ
ん
と
の
出
逢
い
や
語

ら
い
か
ら
、
色
々
な
事
柄
を
学

び
と
り
、
人
間
的
に
も
成
長
し

て
も
ら
い
た
い
、
そ
れ
が
わ
れ

わ
れ
指
導
医
の
最
大
の
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
理
念
で
あ
る
、

﹁
先
駆
け
﹂  ﹁
地
域
﹂  ﹁
教
育
﹂

に
則
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
病
院
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
病
院
を
目
指

し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
霜
仁
会
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

病 院 紹 介
独立行政法人国立病院機構

関門医療センター

病院長

林
はやし

弘
ひ ろ

人
と

先生
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私
は
山
口
大
学
医
学
部
を
卒

業
後
、
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
で

初
期
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
の
時
よ
り
消
化
器
外
科
の

道
に
進
む
こ
と
を
決
め
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
研
修
中
は
逆
に

外
科
診
療
に
必
要
と
思
わ
れ
る

他
科
の
研
修
も
意
識
し
て
行
い

ま
し
た
。
そ
の
事
は
と
て
も
勉

強
に
な
る
と
共
に
と
て
も
楽
し

い
研
修
で
し
た
。
例
え
ば
、
研

修
期
間
の
ほ
と
ん
ど
を
関
門
医

療
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
様
々
な
科
の
ド
ク

タ
ー
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
に

顔
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
い
た

の
で
、
外
科
以
外
で
も
自
分
が

興
味
が
あ
る
疾
患
や
手
技
が
あ

る
時
は
、
そ
の
科
を
回
っ
て
い

な
く
と
も
現
場
に
顔
を
出
し
見

学
、
そ
し
て
時
に
一
緒
に
手
技

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
関
門
医
療
セ
ン
タ
ー

の
特
徴
と
し
て
は
、
他
大
学
出

身
の
研
修
医
が
多
い
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
同
期
は
13

人
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
山

口
大
学
出
身
の
研
修
医
は
私
を

合
わ
せ
て
３
人
の
み
で
し
た
。

他
の
研
修
医
は
九
州
大
学
や
産

業
医
科
大
学
、
福
岡
大
学
な
ど

様
々
な
大
学
出
身
者
が
お
り
、

他
大
学
の
人
と
交
流
を
通
じ
て

良
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
山
口
大
学
医

学
部
消
化
器
腫
瘍
外
科
に
入
局

い
た
し
ま
し
た
。
至
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
少
し
で
も

山
口
県
の
外
科
診
療
、
が
ん
診

療
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う

研
鑽
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

関
門
医
療
セ
ン
タ
ー

https://kanm
on.hosp.go.jp

私
は
山
口
大
学
を
卒
業
後
、

宇
部
興
産
中
央
病
院
で
初
期
臨

床
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
在
学
中
よ
り
様
々
な
疾

患
に
対
応
で
き
る
医
師
に
な
り

た
い
と
思
い
、
総
合
診
療
に
力

を
入
れ
て
い
る
宇
部
興
産
中
央

病
院
を
選
択
し
ま
し
た
。
様
々

な
診
療
科
で
研
修
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
将
来
の
専
門
研
修
を

見
据
え
、
山
口
大
学
医
学
部
附

属
病
院
で
の
研
修
も
組
み
込
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
の
背
景
に
合
わ
せ
て
医
療

を
提
供
さ
れ
る
指
導
医
の
先
生

方
の
元
で
研
修
を
行
う
中
で
、

自
身
の
将
来
の
医
師
像
に
つ
い

て
も
改
め
て
考
え
る
こ
と
で
き

ま
し
た
。
病
気
を
治
療
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
が
、
患
者
さ
ん

が
病
気
と
上
手
に
付
き
合
っ
て

生
活
で
き
る
方
法
を
チ
ー
ム
で

考
え
ら
れ
る
医
師
に
な
り
た
い

と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
山
口
大
学
医

学
部
器
官
病
態
内
科
学
講
座

︵
旧
：
第
二
内
科
︶
に
入
局
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
循
環

器
内
科
を
は
じ
め
、
腎
臓
病
、

膠
原
病
、
そ
し
て
呼
吸
器
疾
患

の
診
療
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
患

者
さ
ん
が
お
り
、
慢
性
疾
患
と

の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
、

日
々
難
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
地
元
で
あ
る
山
口

県
の
医
療
に
貢
献
で
き
ま
す
よ

う
、
修
練
を
積
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇
部
興
産
中
央
病
院

https://ube-hp.or.jp/
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初
め
ま
し
て
。
現
在
、
山
口

大
学
医
学
部
剣
道
部
の
主
将
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
、
医
学
科
３
年
の
平
川
裕

基
で
す
。
ク
ラ
ブ
紹
介
と
い
う

貴
重
な
機
会
を
頂
い
た
の
で
、

剣
道
部
の
代
表
と
し
て
こ
の
場

で
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。剣

道
部
は
現
在
、
５
年
生
６

人
、
４
年
生
２
人
、
３
年
生
３

人
、
２
年
生
３
人
、
１
年
生
７

人
の
計
21
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
１
年
生
は
今
年
の
６
月
に

入
部
し
、
初
心
者
の
子
が
４
人

も
剣
道
を
始
め
て
く
れ
ま
し

た
。
練
習
日
は
月
曜
、
水
曜
、

金
曜
の
週
３
回
で
、
山
口
大
学

医
学
部
体
育
館
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

練
習
は
、
武
道
に
お
い
て
も

っ
と
も
重
ん
じ
ら
れ
る
礼
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
始
め
に
黙
想
を

す
る
こ
と
で
心
を
落
ち
着
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
稽
古

に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
礼
を
行
っ
た
後

は
、
怪
我
防
止
の
た
め
に
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
、
そ
の
後
、
素

振
り
練
習
、
足
さ
ば
き
の
練
習

に
入
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
終
わ

り
、
小
休
憩
を
取
っ
た
後
、
面

を
つ
け
て
実
践
的
な
練
習
を
行

い
ま
す
。
基
本
の
打
ち
、
技
の

稽
古
を
一
通
り
終
え
た
後
、
地

稽
古
と
呼
ば
れ
る
、
一
対
一
の

試
合
形
式
の
練
習
を
行
い
ま

す
。
こ
の
地
稽
古
の
時
間
に
、

自
分
の
技
や
構
え
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に

面
を
取
り
、
再
び
礼
を
行
い
、

練
習
内
容
の
振
り
返
り
を
行
っ

て
締
め
く
く
り
ま
す
。

練
習
を
行
う
際
に
最
も
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
、
礼
儀
作

法
と
声
出
し
で
す
。
剣
道
は

﹁
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ

る
﹂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
礼
節
を

重
ん
じ
る
武
道
で
あ
り
、
剣
道

を
通
し
て
、
身
体
能
力
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
精
神
を
も
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
生
活
を
送
る
大

学
生
が
同
じ
時
間
に
集
ま
っ
て

練
習
を
行
う
以
上
、
声
出
し
に

よ
っ
て
一
体
感
を
高
め
、
練
習

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
練
習
は
春
か
ら
夏

に
か
け
て
行
わ
れ
る
大
型
大
会

を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
、
前
々
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
れ
ら
の
大

会
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
久
々
の
大
会
で
良
い
結

果
を
出
し
、
日
頃
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
顧
問
の
鶴
田
先
生
や

O
BO
Gの
先
生
方
に
明
る
い
報

告
が
で
き
る
よ
う
、
部
員
一
同

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
練
習
の
他

に
も
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
春
に
は
お
花

見
、
夏
に
は
海
辺
で
BBQ
な

ど
、
季
節
に
合
わ
せ
た
催
し
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
全

て
を
開
催
す
る
こ
と
は
叶
わ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
来
年
度
は
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

部
員
一
同
、
よ
り
一
層
稽
古
に

励
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

︵
写
真
は
Ｐ
12
に
掲
載
︶
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本
年
度
の
第
76
回
医
学
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
医
学
科

４
年
の
瀬
戸
口
貴
昭
と
申
し
ま

す
。
本
年
度
の
医
学
祭
に
関
し

ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
全
国
的
な
蔓
延
に

伴
っ
て
、
医
学
祭
の
開
催
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら

本
年
度
に
か
け
て
は
対
面
形
式

で
の
実
施
を
目
指
し
て
準
備
し

て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
年
度
に
入
っ
て
も
全
国

的
な
感
染
拡
大
は
収
ま
る
気
配

が
な
く
、
山
口
県
内
で
の
感
染

者
数
も
多
い
時
期
が
何
度
も
あ

り
ま
し
た
。
医
学
祭
を
実
施
す

る
か
否
か
の
判
断
は
準
備
の
関

係
か
ら
夏
頃
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
夏
頃
は
ワ

ク
チ
ン
が
出
始
め
た
頃
で
あ
り
、

そ
の
段
階
で
は
効
果
が
不
明
瞭

で
あ
っ
た
点
も
考
慮
に
入
れ
、

私
達
が
医
学
部
に
所
属
し
て
い

る
人
間
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の

面
や
、
実
施
し
て
医
学
祭
を
気

兼
ね
な
く
楽
し
め
る
状
態
で
は

な
い
と
い
う
点
か
ら
本
年
度
も

対
面
形
式
で
の
実
施
は
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医

学
祭
に
多
大
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
や
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
方
々
に
は
大
変
申

し
訳
な
く
感
じ
て
お
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
度
も
中
止
の
決
定
を
し

た
こ
と
で
、
２
年
連
続
の
医
学

祭
の
中
止
と
い
う
、
恐
ら
く
未

だ
か
つ
て
な
い
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
２
年
連
続
で
何
も
し
な

い
こ
と
は
今
後
の
医
学
祭
の
運

営
や
存
続
に
も
影
響
し
か
ね
る

と
考
え
、
本
年
度
行
う
予
定
で

し
た
第
76
回
医
学
祭
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
み
を
作
成
す
る
書
面

開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
度
か
ら

医
学
祭
は
山
口
大
学
医
学
会
と

同
日
開
催
と
な
る
予
定
で
あ

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
医
学
祭
も

よ
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
に

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
篠
田
学

部
長
か
ら
の
御
提
案
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
そ
ち
ら
も
踏

ま
え
て
、
今
年
作
成
い
た
し
ま

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
保
護

者
の
皆
様
を
含
め
た
学
外
の

方
々
に
も
、
医
学
部
の
学
生
生

活
を
よ
り
把
握
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
な
が
ら
作
成
致
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
も

あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
次

年
度
以
降
の
医
学
祭
の
足
掛
か

り
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
医
学
祭
に
関
し
て

医
学
科
 
四
年
 
瀬�

戸�

口�
�

貴�
�

昭�
�

医
学
科
 
三
年

平�
�

川�
�

裕�
�

基�

第
76
回
医
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

ク
ラ
ブ
紹
介

剣
道
部
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令
和
３
年
９
月
９
日
、
畏
友

平
川
弘
泰
君
が
亡
く
な
っ
た
。

享
年
75
歳
。
病
名
は
前
立
腺
癌

骨
転
移
。
こ
の
５
年
間
三
日
に

あ
げ
ず
、
ラ
イ
ン
を
交
わ
し
て

き
た
だ
け
に
今
年
７
月
か
ら
の

途
絶
え
は
、
心
中
穏
や
か
で
な

い
日
々
と
な
っ
て
い
た
。 更
に
、

８
月
初
め
に
ご
長
女
 ︵
眼
科
医
︶

か
ら
体
調
悪
化
に
よ
り
メ
ー
ル

や
電
話
が
不
能
に
な
っ
た
旨
の

連
絡
を
受
け
、
懸
念
が
深
ま
っ

て
き
た
中
で
の
訃
報
で
あ
っ
た
。

平
川
君
は
岡
山
県
生
ま
れ
で
、

高
校
は
県
立
岡
山
朝
日
高
校
で

あ
る
。
大
学
在
学
中
、
彼
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
、
私
は
ボ
ー

ト
部
で
あ
っ
た
た
め
、
付
き
合

う
き
っ
か
け
は
全
く
記
憶
に
な

い
。
お
そ
ら
く
遊
び
︵
麻
雀
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
等
︶
で
あ
っ
た
ろ

う
。
卒
業
後
彼
は
、
岡
山
大
学

第
一
内
科
に
入
局
し
、
島
田
宜

浩
先
生
に
師
事
し
、
肝
臓
研
究

へ
の
道
に
進
ん
だ
。
’81
年
、
島

田
先
生
が
島
根
医
科
大
学
の
第

二
内
科
初
代
教
授
に
な
ら
れ
た

時
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
同
時
に
赴

任
し
た
と
聞
く
。
同
年
に
岡
山

大
学
で
の
肝
疾
患
研
究
で
学
位

を
授
与
さ
れ
、
ま
も
な
く
講
師

へ
と
昇
進
し
た
。
’93
年
、
恩
師

と
の
共
著
﹁
肝
臓
の
腹
腔
鏡
検

査
 ︱
 見
方
と
臨
床
応
用
﹂
を
上

梓
し
て
い
る
。
’91
年
か
ら
興
生

総
合
病
院
副
院
長
と
し
て
勤
務

し
た
後
、
’95
年
、
福
山
市
に
平

川
内
科
医
院
を
開
業
し
、
以
後

26
年
間
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
。

彼
の
趣
味
は
多
彩
で
、 釣
り
 ︵特

に
山
陰
で
の
イ
カ
釣
り
︶
、
ゴ

ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
︵
医
師
会

の
西
日
本
大
会
に
も
毎
年
出

場
︶
、
陶
芸
、
干
し
柿
作
り
、

料
理
、
筍
掘
り
、
読
書
︵
漢
詩

含
む
︶
、
将
棋
︵
唯
一
の
共
通

趣
味
︶
で
、
ゴ
ル
フ
と
将
棋
以

外
は
玄
人
跣
で
あ
る
。
彼
と
は

意
外
と
共
通
項
が
多
い
。
お
互

い
の
父
親
が
陸
軍
士
官
学
校
卒

業
で
あ
る
こ
と
、
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
胃
癌
手
術
や
白
内
障
手
術

を
受
け
た
こ
と
、
運
転
免
許
証

更
新
時
に
緑
内
障
に
よ
る
視
野

狭
窄
を
指
摘
さ
れ
、
あ
た
ふ
た

し
た
こ
と
等
々
。
彼
と
共
に
あ

ち
こ
ち
に
行
っ
た
が
、
銀
座
の

歌
舞
伎
見
物
、
京
都
の
祇
園
又

吉
で
の
食
事
、
福
岡
の
藤
井
聡

太
出
場
Ｊ
Ｔ
杯
観
戦
な
ど
が
記

憶
に
新
し
い
。
最
後
に
彼
と
会

っ
た
の
は
’19
年
２
月
︵
首
里
城

火
災
焼
失
の
８
カ
月
前
︶
の
沖

縄
で
、
那
覇
公
設
市
場
に
お
い

て
種
々
の
食
材
を
実
に
楽
し
そ

う
に
時
間
を
か
け
て
見
て
回
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

最
後
の
１
年
は
、
下
肢
の
痛
み

に
耐
え
な
が
ら
短
期
間
に
医
院

を
売
却
し
、
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
来
院
患
者
の
希
望
を
聞

き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
医
師

を
探
し
、
多
く
の
診
療
情
報
提

供
書
を
書
き
上
げ
て
閉
院
し

た
。
見
事
な
ま
で
の
収
束
で
あ

る
。
棺
を
蓋
い
て
事
定
ま
る
。

合
掌
。

ご

逝

去

を

悼

む

平�
�

川�
�

弘�
�

泰�
�

君
を
偲
ぶ又�

�

吉�
�

康�
�

俊�
�

︵
昭
和
47
年
卒
︶

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
発
生
か
ら
早
２
年
。
次
々
変

異
株
が
出
現
す
る
一
方
で
、 我
々

は
抗
体
薬
・
ワ
ク
チ
ン
・
内
服

薬
な
ど
の
対
処
方
法
を
獲
得
し
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ス
ク
と
３
密

回
避
の
有
効
性
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
と
賢
く
共
存

し
、
ク
ラ
ス
会
報
告
が
、
再
び

会
報
に
戻
っ
て
く
る
日
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。 ︵
奥
屋
 
茂
︶

采
野
浩
志
先
生
︵
昭
25
年
卒
︶

令
和
２
年
逝
去

平
川
弘
泰
先
生
︵
昭
47
年
卒
︶

令
和
３
年
９
月
９
日
逝
去

坂
本
喜
彦
先
生
︵
昭
62
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
５
日
逝
去

大
村
良
介
先
生
︵
昭
58
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
７
日
逝
去

豊
島
博
幸
先
生
︵
昭
51
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
13
日
逝
去

松
田
泰
雄
先
生
︵
昭
45
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
19
日
逝
去

田
中
信
宏
先
生
︵
平
11
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
25
日
逝
去

有
山
重
美
先
生
︵
昭
48
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
26
日
逝
去

勝
山
嘉
久
先
生
︵
昭
33
年
卒
︶

令
和
３
年
10
月
29
日
逝
去

小
川
省
吾
先
生
︵
昭
25
年
卒
︶

令
和
３
年
11
月
26
日
逝
去

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
 
報

編
集
後
記

剣道部


